
オンライン診療と同意書
浦安せきぐちクリニック



【当院独自のオンライン診療】 FaceTimeをご利用できる方に限り可能です。

【同意書】 浦安せきぐちクリニックオンライン診療についての同意書をダウンロード
してください。※最終ページにございます。
同意書をいただいてから、オンライン診療が可能です。

【予約】 オンライン診療のWeb予約システムを現在作成中です。現時点では、電
話で予約を取らせていただきます。同意書の提示方法については、電話を
いただいたときにお教えいたします。

【オンライン診療】 オンライン診療が、適切であるという前提でないと診療はできません。
ご予約の時間に、こちらから、ご連絡申し上げます。

【オンライン診療にかかる費用】 費用は、保険診療費に、通信費330円、代引き手数料550円、ヤマト運輸
配送料1,100円の合計1,980円が追加されます。

【支払い方法】 基本的な支払い方法は、代引きです。
現時点では、クレジットカードや振り込みによる支払いはできません。



（オンライン診療の実施にかかる基本的な考え方） 

・原則として、「初診は、直接の対面診療（来院）」。 

・聴診や触診等を行うことが出来きず得られる情報が限られるため、初診以後に、 

　オンライン診療だけとは出来ず「直接の対面診療（来院）」を組み合わせる。 

・オンライン診療を実施するたび、医師が、オンライン診療実施の可否を判断。 

・オンライン診療が「不適切」と判断された場合、「直接の対面診療（来院）」のみに 

　切り替え。 

・オンライン診療の受診者は、その利点と不利益などについて理解する必要あり。 

・オンライン診療は、受診者の求めに応じ実施するものであり、研究を主目的 としたり、 

　医師側の都合のみで行うことはない。
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オンライン診療の実施にかかる診療計画書

浦安せきぐちクリニック　院長　関口　直哉 



　オンライン診療で行う診療内容および期間
　疾病名： 
　診療内容： 
　診療期間：　  年　　月　　日　　～　　年　　月　　日

　オンライン診療と対面診療・検査の組み合わせに関する 
　事項

　初診：直接対面診療 
　再診：（　　）ヶ月に１回、オンライン診療を実施。 
ただし、（　　）ヶ月に1回は、直接の対面診療。

　診療時間に関する事項 電話または、予約システム等を用いての事前予約。

　オンライン診療の方法 ・使用する機器  

　受診側：スマートフォン・タブレット・パ ソコン  
　医療側：医療機関のパソコン等の情報通信機器
　利用するオンライン診療システム： 
　• 予約日時の調整 　・ビデオ診察前後の時間調整  
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　オンライン診療を行わないと判断する条件  

「受診者の心身の状態について、十分に必要な情報が得られていないと 

　判断した場合」 

「体調に変化が現れ対面診療の必要性が認められる場合」 

「情報通信機器の障害等によりオンライン診療を行うことができない 

　場合」 

　上記に該当した場合は、直接の対面診療へ切り替える。  

　情報伝達への協力  
オンライン診療の実施に際して受診者は、診療に積極的 

　に協力し、ご自身の心身に関する情報をできるだけ多く 
　医師に伝達してください。 

　急変時の対応方針 

　当院で対応できない場合は、 
順天堂大学医学部附属浦安病院、東京ベイ・浦安市川医 

　療センター、その他の希望される医療機関への紹介をさ 
　せていただきます。
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　複数の医師がオンライン診療を行う予定  

　なし　・　あり　（どちかに○をする） 
　ありの場合：現在治療中の疾患について、検査結果の検討の場合、　 
　その他の疾患により現在治療中の疾患に急性変化が起こり得る場合、 
　下記の医療機関内で医師同席のもとにオンライン診療を行っていただ 
　くことがあります。 
　医療機関名：　　　　　　　　　 
　医師名：

　情報漏洩等の危険性を踏まえた安全性に関する責任分担①

　想定される安全性への危険 
医療機関およびオンライン診療システム提供事業者へのサイバー攻撃等 

　による個人情報漏洩と改ざん等。 

医療機関およびオンライン診療システム事業者に課される事項 
オンライン診療の適切な実施に関する指針に定める情報安全に関する 

　規則を遵守したシステムを構築し、常に安全な状態を保つこと。 

　医師に課される事項 
安全性への危険を十分に考え、オンライン診療システムを選択する。 

　システムを利用する際の権利、義務、危険性等の明示と、情報漏洩等 
　の危険性と、その安全性対策の内容、受ける側への影響等について簡 
　単な説明のできるオンライン診療システム事業者を選択する。
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　情報漏洩等の危険性を踏まえた安全性に関する責任分担②

　免責事項 
　オンライン診療を受ける側の行為によって、安全性を脅かす事案や損害 
　等が生じた場合、直接的、間接的、その他のすべての損害について医師 
　は責任を負わない。

　オンライン診療に伴う安全性やプライバシー保持に関して守る事項 
　（１）使用するシステムに伴う危険の把握 

スマートフォン紛失やコンピューターウイルスの感染により医療情報 
　漏洩があり得ることを理解し、パスワード設定や生体認証設定、ウイル 
　ス対策ソフトのインストール等の対策を講じること。 

　オンライン診療に伴う安全性やプライバシー保持に関して守る事項 
　（２）アップデート

受診者は、オンライン診療の際に使うアプリケーションや、オペレー 
　ションシステム（OS）を最新に保つこと。 

　オンライン診療に伴う安全性やプライバシー保持に関して守る事項　 
　（３）オンライン診療の映像や音声等の保存

受診者と医師は、お互いの了解なしにオンライン診療の映像や音声等 
　の保存をしてはいけない。

　オンライン診療に伴う安全性やプライバシー保持に関して守る事項 
　（４）医師のアカウント情報等の提供禁止 

受診者が、知り得た医師のアカウントや携帯電話番号等の情報を、 
　診療に関係のない第三者に提供することを禁止する。 
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　オンライン診療に伴う安全性やプライバシー保持に関して守る事項 
　（５）第三者の参加の禁止 

受診者は、医師との通信に、医師の同意がない限り第三者を参加させ 
　ることはできない。 

　オンライン診療に伴う安全性やプライバシー保持に関して守る事項 
　（６）チャット機能やファイル送付の禁止 

受診者は、原則として医師が求めない限り、または指示に反し、　 
チャット機能の利用やファイル送付等は行わない。 
　特に外部URLへの誘導を含むチャットは安全性への危険から行わな 
　い。 

　対面診療の例外： 
　初診がオンライン診療となる場合  

受診者は「顔写真付きの身分証明書」で本人の証明を行う必要が 

　ある。

　「顔写真付きの身分証明書」がない場合は、 

　「二種類以上の身分証明書」を用いて本人の証明を行うこと。
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同意書

浦安せきぐちクリニック　院長　関口直哉宛 

私は、「オンライン診療の実施にかかる診療計画書」に関する説明を受け、 

その内容を十分理解し了解しましたので、診療計画と注意事項に従い 

オンライン診療を受診することに同意いたします。

年     　月     　日

本人署名
代諾者署名

同意書

浦安せきぐちクリニック　院長　関口直哉宛 

私は、「オンライン診療の実施にかかる診療計画書」に関する説明を受け、 

その内容を十分理解し了解しましたので、診療計画と注意事項に従い 

オンライン診療を受診することに同意いたします。

年     　月     　日

本人署名
代諾者署名

医療機関記入欄 　ID

（続柄　　　　）


